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千葉市教育委員会 



 

平成２２年千葉市教育委員会会議第１０回定例会会議録 

 

日時 平成２２年１０月２０日（水） 

    午後２時開会 

    午後２時５５分閉会 

場所 教 育 委 員 会 室 

 

 

出席委員 委 員 長 内山 英夫 

     委 員 梅谷 忠勇 

     委 員 津田 英彦 

     委 員 和田 麻理 

     委 員 篠原ともえ 

     教 育 長 志村  修 

 

出席職員 教 育 次 長 武田  昇  保 健 体 育 課 長 井谷 芳明 

教 育 総 務 部 長 西田 典夫  教育センター所長 山下 正敏 

学 校 教 育 部 長 時田  猛  養護教育センター所長 奥村 兹弘 

生 涯 学 習 部 長 宇留間 正  生涯学習振興課長 柗戸 利一 

総 務 課 長 森島 俊之  社 会 体 育 課 長 成毛 博光 

企 画 課 長 高須 右一  中 央 図 書 館 長 鹿間 陸郎 

学 校 財 務 課 長 伊藤 太一  総 務 課 総 括 主 幹 大崎 賢一 

学 校 施 設 課 長 初芝  勤  学 事 課 調 整 主 幹 湯浅  忍 

学 事 課 長 芝﨑 易生  総 務 課 主 幹 川名 和弘 

教 職 員 課 長 三野宮純一  生涯学習振興課主幹 古川 和明 

指 導 課 長 小寺 道明 

 

書  記 総 務 課 長 補 佐 南  久志  総 務 課 経 理 係 長 市川 康次 

     総務課委員会係長 小池 正彰  総 務 課 主 査 補 諏訪 瑞穂 

     総 務 課 総 務 係 長 小柳  寛  総 務 課 主 任 主 事 藤井 拓也 

     総 務 課 人 事 係 長 中尾 嘉之 



 

１ 開会 

内山委員長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

全委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

内山委員長より梅谷委員を指名 

４ 会期の決定 

平成２２年１０月２０日（１日間）ということで全委員異議なく決定 

５ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

６ 会議録の承認 

平成２２年第８回定例会会議録を全委員異議なく承認 

７ 議事の概要 

(1) 報告事項 

  報告事項 (1) 平成２３年度公立学校教員採用候補者選考（二次）受験状況につ

いて 

教職員課長より報告があった。 

  報告事項 (2) 平成２３年度千葉市小・中・特別支援学校管理職選考について 

教職員課長より報告があった。 

  報告事項 (3) 第５３回千葉市小・中・特別支援学校児童生徒作品総合展覧会第

１部について 

指導課長より報告があった。 

  報告事項 (4) 第１７回千葉市スポーツ・レクリエーション祭について 

社会体育課長より報告があった。 

  報告事項 (5) ２０１０国際千葉駅伝について 

社会体育課長より報告があった。 

  報告事項 (6) スポーツ施設の命名権スポンサーの募集結果について 

社会体育課長より報告があった。 

(2) 議決事項 

  議案第５０号 平成２２年度末及び平成２３年度公立学校職員人事異動方針に

ついて 

教職員課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可決し

た。 

(3) 発言の要旨 



 

  報告事項 (1) 平成２３年度公立学校教員採用候補者選考（二次）受験状況につ

いて 

   内山委員長 教職員課長、報告をお願いします。 

   教職員課長 報告事項(1)「平成２３年度公立学校教員採用候補者選考（二

次）受験状況について｣、報告します。 

去る８月２０日～２２日に「中学校」、「中高共通」、「高等学校」、

「特別支援学校」及び「養護教諭」の志願者を対象として、８月

２７日～２９日に「小学校」の志願者を対象として、それぞれ二

次試験を実施しました。 

校種別の合格者数と倍率ですが、「小学校」は合格者７８３人、

２.９７倍、「中高共通」は合格者７２０人、５.９４倍、全体で

は１,６７１人の合格者で志願者数７,３５３人に対して４.４０

倍の倍率でした。１０月８日に本人宛に結果通知を発送していま

す。また、県教育委員会のホームページにおいても、合格者の受

験番号を掲載しています。 

なお、昨年度からの試みとして、二次選考で不合格となった者

の中で比較的成績上位であった者を、翌年度優先的に講師として

配置する「特別臨時的任用講師」の制度を実施しており、４月か

ら６月までの勤務状況が優秀であった場合は、一次選考を免除す

る特例を設け、優秀な志願者の確保に努めることとしています。

今年度の「特別臨時的任用講師」の合格状況ですが、本市では、

小学校で２０人中１８人が合格、中学校で８人全員が合格、養護

教諭が１人合格しています。県下では２１２人が志願し、２０６

人が合格しています。本市は、来年度も今年度並みの採用が見込

まれており、１人でも多くの優秀な人材を確保したいと考えてい

ます。 

   和 田 委 員 県内、東北及び北海道の各会場における合格率はどのように

なっていますか。どの会場の合格率が高かったのかということが

分かればと思います。 

第６回定例会の志願状況の資料の中で、「高等学校」の数字も

含まれていたと思いますが、若干名の募集に対して２２４人の志

願者とのことでしたが、「高等学校」の合格状況はどのようにな

っていますか。 

また、昨年も指摘したことですが、資料に倍率や前年度との比

較数字を入れていただけると、委員としても分かりやすい資料に

なると思いますので改めて要望します。 



 

   教職員課長 各会場の合格状況等については分析中であるため、分析が完

了次第報告します。また、「高等学校」についても、手元に資料

がないため別途報告します。要望については、来年度、資料の内

容、体裁等を検討し分かりやすい資料とするようにします。  

   梅 谷 委 員 優秀な教員を育てるためには、採用段階での選抜と、採用後の

研修が重要であると思います。今年度、県外会場を新たに２会場

増やしたとのことですが、これまでに比べて今年度、特に目立っ

て変わったところや特徴的なところはありますか。 

   教職員課長 今年度から岩手会場に加え秋田会場、北海道会場を設けて、

県外での採用選考の募集を行っているところですが、応募倍率を

みると、小学校では昨年度の２.６倍から２.９７倍に、中学校で

は５.２倍から５.９倍になっており、全体でも昨年度の３.９倍か

ら今年度は４.４倍と上昇しており、県外での採用選考拡充の効

果と認識しています。 

  報告事項(2) 平成２３年度千葉市小・中・特別支援学校管理職選考について 

   内山委員長 教職員課長、報告をお願いします。 

   教職員課長 報告事項(2)「平成２３年度千葉市小・中・特別支援学校管理

職選考について｣、報告します。 

１１月１３日、１４日の２日間、管理職選考試験を実施します。

５月に選考要綱等関係書類を各学校に配付・通知し、８月２０日

から２７日まで志願者の受付を実施しました。 

志願者は、校長候補者６８人、教頭候補者１０２人であり、志

願者の所属校長へは、１０月１５日に実施要領等を通知したとこ

ろです。 

なお、これまでと同様、教育委員会職員の管理職候補者につい

ても、同日に同じ内容で実施することとしています。管理と指導

に優れた、適任者の選考ができるよう、公平公正かつ厳正に実施

してまいります。 

  報告事項 (3) 第５３回千葉市小・中・特別支援学校児童生徒作品総合展覧会第

１部について 

   内山委員長 指導課長、報告をお願いします。 

   指 導 課 長 報告事項(3)「第５３回千葉市小・中・特別支援学校児童生徒

作品総合展覧会第１部について｣、報告します。 

総合展覧会科学部門は、夏休みに児童生徒が取り組んだ自由

研究や科学工夫の優秀な作品を一堂に展示し、その成果を市民

の方々に公開するもので、今年度は９月１８日から２１日まで



 

の４日間、千葉市科学館を会場に開催され、会期中６,４０８人

の参観者がありました。各学校から選ばれた作品総数１,０４８

点の中から２２４点が「推奨」に選ばれ、さらに、その中の９

０点が１０月２３日、２４日に千葉県総合教育センターで行わ

れる「千葉県児童生徒・教職員科学作品展」に出品されます。 

今年度は、新たに「教育長賞」を設け、研究論文作品、科学

工夫作品ともに小中学校各１点ずつを選出しています。 

先ず、「●●小学校６年 ●●●●●」の研究論文作品「微生

物の発生と走性の研究 微生物の発生メカニズムとプラナリア

の再生実験」ですが、水の中の微生物の発生や外部刺激に反応

する走性などに関する実験を詳しく行い、微生物の重力や光な

どに対する反応を考察し、わかりやすくまとめている点が高く

評価されました。 

「●●小学校６年 ●●●●●」の科学工夫作品「すしキャッ

チャー」は、電磁石を利用したキャッチャーゲームです。アー

ムの前後左右の動きに上下の動きを加え、自在に動くように工

夫されていました。動きが大変滑らかで、しっかりと寿司を吊

り上げることができる完成度の高さが評価されました。 

「緑町中学校科学部」の科学論文「ポテトチップスの研究」

は、ポテトチップスが反り返っている理由について、条件設定

を変えて実験を行いまとめた作品です。多くの貴重なデータか

ら、ポテトチップスの曲がり方には、油の温度や素材の水分量

が影響しているとの結論を引き出し、物質の細胞壁の破壊や伸

縮といったレベルまで解明しているところが評価されました。 

「●●中学校２年 ●●●●」の科学工夫作品「片手で使える

バリアフリートイレットペーパーホルダー」は、片手しか使え

ない人でも簡単にトイレットペーパーを巻き取ることができる

装置です。本人が左手をけがした時の経験から発案した作品で、

ペーパーを巻き取る動きが大変ユニークであるため、会場では

一番人気のあった作品でした。 

全体的な傾向として、科学論文では、植物や小動物など児童

生徒にとって身近なものをテーマとした作品が多く見られまし

た。科学工夫作品についても、生活の中で使える作品や介護に

生かせるものなど、日常生活との関連の深い作品が多く出品さ

れていました。 

なお、来年１月には第２部（書写、図画工作・美術、家庭、



 

技術・家庭、特別支援教育部門）を開催する予定です。 

   和 田 委 員 論文の題名を見ても、「走性の研究」など大人でも分からない

ような言葉があり、高度な内容なのだろうと思いました。また、

身近なところで、自分がけがをした時に「こうなったらいいな。」

というようなところからヒントを得た作品というのも素晴らし

いです。開催中に会場へ行ければよかったのですが、展覧会終了

後にでも、作品を拝見することはできないでしょうか。 

もう一点要望として、既に実施しているのかもしれませんが、

作品を展示するだけでなく、論文を書いたり作品を作ったりした

子どもが、口頭で発表する機会、場があると良いと思います。「伝

える力」の育成にもつながると思いますので、検討していただく

ようお願いします。 

   内山委員長 特にこのような科学部門では、不思議に思うことから着想を得

ることが大切だと思います。ポテトチップスが反り返っているこ

とについての研究などは、普段何気なく見ていることですが、非

常に面白い着想で興味を持ちました。 

  報告事項 (4) 第１７回千葉市スポーツ・レクリエーション祭について 

   内山委員長 社会体育課長、報告をお願いします。 

   社会体育課長 報告事項(4)「第１７回千葉市スポーツ・レクリエーション祭

について｣、報告します。 

「千葉市スポーツ・レクリエーション祭」は、平成５年度に本

市を中心に千葉県で開催された「全国スポーツ・レクリエーシ

ョン祭」の後、翌年度から、その千葉市版として本市体育協会、

レクリエーション協会及び体育指導委員を中心に実行委員会を

組織し開催しており、今回で１７回目を迎えます。 

今年度は１１月６日（土）、７日（日）、１３日（土）、１４日

（日）の４日間、千葉公園体育館など市内９会場、１４種目で

実施します。 

種目については、ニュースポーツ等レクリエーション的なも

のから、テニス等競技性が強いものまで幅広く工夫されていま

す。参加者は小学生から高齢者まで、参加形式は個人・親子・

チーム等となっています。昨年度は、約３,５００人の参加があ

りました。 

なお、市民の方々への周知については、９月１５日号の市政

だよりに掲載するほか、リーフレットを市内全小中学校、市内

スポーツ施設１６施設へ配布するとともに、社会体育課及び千



 

葉市スポーツ振興財団のホームページに掲載し周知を図ってい

ます。 

   内山委員長 参加資格は設けているのでしょうか。 

   社会体育課長 種目によっては年齢等の制限を設けているものもあります。 

  報告事項 (5) ２０１０国際千葉駅伝について 

   内山委員長 社会体育課長、報告をお願いします。 

   社会体育課長 報告事項(5)「２０１０国際千葉駅伝について｣、報告します。 

２２回目を迎える今年の大会も、世界で唯一の男女混合駅伝と

して開催します。 

開催日は１１月２３日（火・祝日）、千葉県総合スポーツセン

ター陸上競技場をスタート・フィニッシュとして、男女６人で千

葉市の中心街や幕張新都心の４２.１９５ｋｍを駆け抜けます。

スタート時刻は、午後１時７分を予定しています。なお、当日は

駅伝の他、中学生記録会等も計画されています。 

昨年は、日本が１位、日本学生選抜が２位と日本の活躍が著し

い大会となりました。今年も、陸上競技場やコースの沿道で応援

いただければ幸いです。 

なお、スポーツ・レクリエーション祭同様、国際千葉駅伝につ

いても、１１月１５日号の市政だよりや市内小中学校へのリーフ

レットの配布、ＪＲ千葉駅前の大型ビジョンでの放映等により市

民の皆様に周知をしてまいります。 

   内山委員長 国際大会ということで、沿道警備等も万全を期する必要があり

ます。本市でもボランティアとして体育指導委員３６１人の応援

を得て、警察と協力して沿道の警備等にあたります。良い天気で

素晴らしい大会になればと思います。 

  報告事項 (6) スポーツ施設の命名権スポンサーの募集結果について 

   内山委員長 社会体育課長、報告をお願いします。 

   社会体育課長 報告事項(6)「スポーツ施設の命名権スポンサーの募集結果に

ついて｣、報告します。社会体育課所管施設である「千葉ポート

アリーナ」、「千葉アイススケート場」、「千葉市民ゴルフ場」の３

施設について、平成２２年８月１３日から、ネーミングライツの

スポンサー企業を募集しました。９月３０日に募集を締め切りま

したが、応募企業はありませんでした。今後、他市の募集状況や

各施設の指定管理期間を踏まえ再度検討することとします。 

   和 田 委 員 企業にとっては、ネーミングライツによる施設名がどれだけ露

出されるかということが、応募にあたっての大きな判断材料にな



 

ると思います。各施設において、大きな大会や宣伝効果のある催

し等が行われていることも重要と考えますので、そのような大会

等を誘致する努力もお願いします。 

  議案第５０号 平成２２年度末及び平成２３年度公立学校職員人事異動方針に

ついて 

   内山委員長 教職員課長、説明をお願いします。 

   教職員課長 議案第５０号「平成２２年度末及び平成２３年度公立学校職

員人事異動方針について」、説明します。 

本件は千葉市教育委員会組織規則第８条第４号の規定により

議決を求めるものです。本年度の異動方針では、一般方針等大き

な変更点はありませんが、表記上の一部見直しと整理及び主幹教

諭制導入に伴う項目の追加を行いました。 

整理内容ですが、「第１ 一般方針」について、改正前の第１項

と第４項の内容に重複する部分があったため、改正前の第４項の

表記を分割し、改正後の第１項に「心身ともに優れた人材の確保」

を、第３項に「学校運営の充実・刷新を図る」、「適任者の管理職

への登用及び配置に努める。」をそれぞれ盛り込み、文言の整理

を行いました。また、主幹教諭制導入に伴う改正として、「第２ 実

施要項 ３ 管理職への登用及び降任について」に、「主幹教諭へ

の登用」を（５）として追加、「降任」に関する（６）に「管理

職及び『主幹教諭』～」を追加しました。 

人事異動は、学校組織の活性化を図るとともに、教育活動の一

層の充実発展を図る基盤となる条件整備であると考えています

ので、学校や職員の実情を把握し、適正な配置に努めていきます。

今後の予定ですが、１２月１日に校長を対象とした異動方針説明

会を開催したのち、異動事務を進めていきます。 

   津 田 委 員 異動方針の「第２ 実施要項 １ 適正配置について（５）ウ 

勤務実績を検討し、配置換えを必要とする者」とは、具体的には

どのようなことなのでしょうか。 

   教職員課長 様々な職員がいる中で、勤務状況をしっかりと把握し、適材

適所の観点から配置を検討していくということです。基本的には

７年間、同一校で勤務させることとしていますが、勤務実績によ

っては早めに異動させて、別の学校で力を発揮してもらうという

ことを想定しています。 

   津 田 委 員 具体的に何を指しているのか分かりません。たとえば「４ 人

事の更新について（１）教職員としての適格性に乏しく、勤務実



 

績の上がらない者等勤務に支障のある者については、降任又は退

職を積極的に求める。」は具体的に理解できるのですが。 

   教職員課長 「１ 適正配置について（５）ウ」は、能力はあるものの、現

場の状況等により本来の能力を発揮できていない者を配置換え

し、その適性に合った現場で勤務させることを想定した項目です。 

   梅 谷 委 員 「第１ 一般方針 １ 『心身ともに』優れた人材～」との表記

がありますが、特別支援教育の立場からは、ここに「心身ともに」

との表記を入れることにどのような意味があるのか、若干疑問を

感じます。 

「第２ 実施要項 １ 適正配置について（３）特別支援教育の

振興を期するため、意欲溢れた適任者の配置に努める。」との文

言があります。同様に（４）の市立稲毛高等学校附属中学校の教

員配置についても「意欲溢れた」との表記があります。校種に関

わらず「意欲溢れた」教員の配置は重要ですが、とりわけ「特別

支援教育の振興」の観点からは、（３）に「特別支援学校の教員

の免許状を有する者を配置する」といった文言を入れる必要があ

るのではないかと考えます。 

これは全国的な状況なのですが、特別支援学校・学級に配置さ

れている教員のうち、特別支援学校の教員の免許状を有しない者

がまだ数十％いるとのことです。「適正配置」の観点からも、免

許状を有しており、なおかつ「意欲溢れた」者が望ましいと考え

ます。そういった教員が、現場で児童生徒、保護者から求められ

ているので、配置に努力してください。 

   教職員課長 「心身ともに優れた～」との表記についてですが、一般的に

教員に求められる資質は「心身ともに健康」であることと理解し

ており、身体障害者特別選考で受験された方々は、この項目に合

致しているものと捉えています。 

   学校教育部長 これまでも、特別支援学校の教員の免許状を有する者の配置を

最優先に行ってきていますが、一方で、近年、小中学校への特別

支援学級の開設が進んでおり、過半数の学校に特別支援学級を設

置している中で、免許状を有する者だけでは、担任等の確保が難

しいという状況があります。 

委員御指摘のとおり、免許状を有する者を確保することが最優

先と考えていますが、現状を踏まえた対応として、新卒の教員で

あれば、過去に講師として特別支援学級等を担当した経験があり、

特別支援教育への意欲を持った者、また、現役の教員でも、自主



 

的に夏季休業中の講習会等で学習し、特別支援教育の免許状を取

得する者もおりますので、こういった者を優先的に配置していく

ということで、「意欲溢れた～」の文言を載せています。 

   和 田 委 員 「第２ 実施要項 ３ 管理職等へ登用及び降任について（４）

女性教員の管理職への登用を積極的に推進する。」については、

具体的にどのようなことをイメージして記載されているのでし

ょうか。 

   教職員課長 女性の管理職への登用については、国でも目標を設定してい

るところです。本市は、その目標値には到達していませんが、優

秀な女性の力を管理職として発揮していただくとの意味で記載

しています。 

   和 田 委 員 この項目は、女性が管理職になるための環境整備を意図して設

けているのだと思いますが、取り方によっては、登用試験等で女

性に有利な扱いをして、女性をより多く登用するのではないかと

いった誤解を招く可能性もあるのではないでしょうか。これまで

この表記で問題はなかったのだろうとは思いますが、検討の余地

はあるのではないでしょうか。 

   教職員課長 この項目は、能力のある女性の管理職としての登用を推進し

ていくために、その環境を作っていくとの考えで設けているもの

です。登用試験については、今後も性別等に関わらず公平公正に

実施していきます。 

   梅 谷 委 員 実績や能力が同等であった場合、「女性を積極的に登用する」

という考え方なのでしょうか。 

   教職員課長 そのような場合は、男女の別には関わりなく、管理職として

どちらがふさわしいのかとの観点から評価をしていきます。 

   内山委員長 本市児童生徒へのより良い教育のため、今後も適材適所の人

事をお願いします。 

８ その他 

(1) 「平成２２年度市町村教育委員会研究協議会」について、和田委員、内山委

員長より報告があった。 

   和 田 委 員 先週、内山委員長、篠原委員とともに、福井市で開催された「平

成２２年度市町村教育委員会研究協議会」に出席しましたので報

告します。 

第１日目のパネルディスカッションでは、福井県での「授業名

人の活用」についての報告がありました。分かりやすい授業によ

り優れた実績をあげている教員を「授業名人」に任命し、公開授



 

業や出張授業等により、教員のレベルアップを図ろうとする試み

で、教員からも好評を得ているとのことでした。以前、本市教育

センターを視察した際、カリスマ教師を研究しているとの説明を

受けましたが、本市でも何か応用できることがあればよいと思い

ます。 

２日目は、第一分科会「幼小中連携による教育力の向上」に参

加しました。事例発表は比較的小規模な都市の事例であったため、

それをそのまま本市で実践することはできないと思われますが、

その中で一つ心に残ったのが、神奈川県南足柄市の発表で、幼稚

園から小学校、小学校から中学校へ進む時に「滑らかな接続、適

度な段差」をキーワードに連携を図っているという事例です。 

連携というと「滑らかな接続」の面に目が行ってしまいがちで

すが、「適度な段差」を意識的に作って、子どもにそれを乗り越

えた達成感を感じさせることで、社会に出てからも困難に立ち向

かう力にしていくという取組みであるとのことです。 

また、文部科学省の視学官から、他の市町村が○○という事業

を実施しているから自分たちも実施しなければならないと考え、

進んでいってしまうことが往々にしてあるが、その事業の本来の

理念や目的を忘れずに事業を展開していってほしいとの話があ

りました。 

   内山委員長 第三分科会「ＩＣＴを活用した学校・授業づくり」では、福

井県越前市、東京都日野市から事例発表がありました。両市とも

授業での活用、校務情報化のためのシステムを活用しており、越

前市は平成１９年度から、日野市は１７年度から準備に入り、そ

れぞれ３乃至５年間をかけてシステムを構築したとのことです。 

子どもたちからは、「授業への興味、関心が高まった。」、「授

業がわかりやすくなった。」等の意見、教員からは、「時間外勤

務が減尐した。」、「成績管理、通知表作成の効率化が進んだ。」

等の意見があり、全体として相当の効果が認められ高い評価を得

ているとのことです。 

留意点として、全ての教員がコンピュータを使いこなすまでに

時間がかかることから、サポート体制の整備が重要であることが

挙げられました。また、電子黒板については、教員によって活用

頻度が大きく違うなど、十分に活用できていない部分もあるため、

今後工夫していく必要があるとのことでした。 

(2) 「平成２２年度第１回教育委員研修会（県教育委員会・県市町村教育委員会



 

連絡協議会共催）」について、篠原委員より報告があった。 

   篠 原 委 員 １０月１８日に、県総合教育センターで開催された「平成２２

年度第１回教育委員研修会」に出席しましたので報告します。県

教育庁企画管理部教育政策課長の講演の後、第１分科会「外国人

児童生徒等の受入れ体制の整備について」に参加しました。船橋

市、八千代市からの事例発表の後、意見交換が行われました。母

語とする言語が韓国語、フィリピノ語、中国語、ポルトガル語等、

多岐にわたっており、多くのボランティアにより、様々な支援が

行われている状況が紹介されました。有償ボランティアの方が活

躍されていますので、本市でも、今後活躍の場が増えていくので

はないでしょうか。本市の状況についても別途お知らせいただけ

ればと思います。 

(3) 次回第１１回定例会は、平成２２年１１月１７日（水）午後２時より開催す

ることと決定した。また、１１月上旪に第５回臨時会を開催することとし、開

催日時については事務局において日程を調整の上、決定することとした。 

９ 閉会 

  内山委員長より閉会を宣言 


